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 「正面から」見たとき、中央は２段なので 

 「真上から」見たときの真ん中は２段であることが分かります。 

 「正面から」見たとき、右側は１段なので 

 「真上から」見たときの右側は１段であることが分かります。 

 「右側から」見たとき左が２段、右が３段なので 

 「真上から」見たときの下は２段、上は３段であることが分かります。 

 「真上から」見た図に段数を書き込むと 

 

３ ２ 1 

２ ０ 1 

 

① 積み木は全部で ９個です。 

② 正方形の面は真上５面、正面６面、側面５面なので、反対側を考えて 

（５＋６＋５）×２＝３２ 

ただし、中央のへこんでいるところの側面が１段分両側入らないので ＋２面 

 したがって ３４面 

 １面４㎝²なので ３４×４＝１３６ 

                    答え ①９個 ②１３６㎝²  

 

   

   

  

  

  

  

   

   

   

   

◆問題  

 １辺が２㎝の立方体の積み木で立体を作りました。 

① 積み木は何個ありますか。 

② 表面積は何㎝²ですか。 


